
























急増し3) 昭和 8~9 年(1933~34) 前後が最も
多かったIj)。当該期における葉山の別荘地の特性
として， UJ腹へ貸地や貸別荘が展 I~~J し中間層'))


















































地や良二地，林地も混在している O 地元住民は. ~Ij 第二次世界大戦後における，地元住民による貸家



















































































養ネIjl亭ト云ヘルハ停車場ヨリ同凡ソ八一 I~' 九 IH} ニ
ヂヒリテ海浜眺望住ナル場所ヲ選ヒテ建築セリ，
又日 1\.会茶屋ハ吏二三 11可許ノ f~[ÎjIT¥ j-XJ村ノ i二!ニアリ
而シテ養ネ1亭ノブJ設モi1u':ニ近接スルヲw、テi1u:水
浴ノ¥此亭ノ方特々便宜ナルカ如シ，此Jilノ¥全i(!I
江ノ島ヲ関テテ市岳ト相対シ泊~I自立伊豆ノ 1;若 111 其
南部ニ述 1) 天城ノ Ih行)\Jtft~jf出ニ然タルヲ以テ














































i亘子案内誌 明治30 1897 高田乙三
三iHi大観 明治39 1906 佐藤善治郎
j~子と葉山 大正2 1913 増島信7!7
逗子八景
大正12 1923 山崎im義業iJ-Iの史蹟
逗子とニim H百和3 1928 逗子1fT役場
鳥l敵Isg]
歴史から見た
































































まとめたものである O 第 2IZlから， r歴史から見
た逗子葉山案内』では海水浴客で、賑わう光景がみ
-4-




















































別荘地 φ i1家.i1tlJ 
曜善 良j渓・{失爵 重量 旅館・ホテノレ
@ : 1ii"吏・ 3広人 A 合宿所・保養所
@ 学者・弁務ゴご 壁麹 :宅地






























































注1)A ~ 1は第 2表に対応する。
注 2)1の位i査は推定である。
葉山家の別荘地経営
WJI浪 開始年月 [1 利用者
10ijご 大jE4 :q=:(915) 大手: (東京市芝区三日j)
2月12i:l





( )→ 大正 8:¥j三 (919) 化学工業薬品問(東京市日本橋区本
20:¥j三 7月 1日 石IT)→醸造業(東京府最多摩郡中貯1汀Ilmy.)






20ir:→ 大1E1111三 (922) r:111j;IJ 業 (*}t~ïlï麹Irl3:有楽1]')→文











大 d~11ij三 (922) 3 )'J31 Elijヰ約
賃貸料は最初の3il・IU，次の3.1FIiUO. 06 
次の 3:¥f-IIiJO. 07， 次の 3iFIIiJO. 10 
大正14:4ミ (925)jiJio約

































地区の l つであり，葉山家の経営する ~I日E地もみ
られた堀内地区東部に注目して，日Ij荘の利用
































































110 }舌住者 JT)[得1f;欠 取得形態 Jl;Z 1~Þ}:J、首íJの :IXì兄
東京Jtfj控多摩郡1::g守IH]
醸造業 大11:1l11三 (922)葉山家等より借地 1 日IJ;!EJ也 IHJ也a "1:1野 一部購入
Jjm内 明治J¥JJ以前からの地元住民
C 東京市麻布区本村1] 31[，J被 大正 611三 (917) H1~'入 百Ijヰu也
東京r!iij)ミ1反|豆7kJlIl汀 1:: 銀総J夫 大正 511ミ (916)購入 ~1j ~EJ也f.IlI J也
e 東京-m赤坂12<.青山南町 ~Mf{会社社長。 R~全1: :tJfミ等 Il日午11411"- (1929) lWt入 11J也):IllJjQ
f 東京fh-'-j二込区新小JlIIl汀 能楽師 制 1211三 (問7)ju持入 ~1J;lEJ也
g 掘!大j 昨セ日1¥lー主改ミ一 大正 811"- (919) 購入 )J Ij ~IJ也 IIIJ也
東京71ネ11m区松1tllT 弁護j二 大1E8:'ij:. (]919) H蒜入 日IJ也知lIj也
l 東京市品)11三東品川 ~i.~:ìiλとkヰ tフ;r~二 大正11r-:(] 922) 1;~JJI家より {ff地 ijlj:iEJ也
地元住民より{1一地 EI j也
東京T!i牛込12<.若宮町 生物学者 地〕盟学者。農学校講i:ji 大立二 711ミ (918)
葉山家等より11'l'iむ EI j也白 f.HIJjQ 
l二H持主入H色
1l東京市料i i決|出|会社社長 Il日手j]1011: (] 935) |別荘j也
111 東京Tlj本*J!目立駒込1署IT呉IJl高 IlB手15 1'-(1930) 購入 自Ij荘i也





















IPil青年J'JIこi (IIlJ 反 (l月 WJIlJ !lIHll!者 JIヨ 1L~
I玖歩) 1J) 
明治 371904 7 10. 0.101 1240 7~8 月 守区:喜代太f!1¥，保証人大余波吉. 151iJ x 1 IlJ= 2ヶ所 1 IJx 111lj 主;.!，ノI、1/什j.、ιiEyJ!ゴにコ! 1ヶ所
明治 371904 7 126 o O. 0.26 1. 040 8 }'J
守j主 I~Ht 太l'!I\，保 iiiE 人大倉i~吉 151m x 11lJ = 2ヶJiJr，4 /lJx 1 /liJ
鈴木官古 ヶm
明治 371904 8 1 10 0 0.15 0.600 8月
守j豆古代太!'I¥， 保証人大食漬古 151lJ x 1 IMJ= 1ヶ所
ヰ正J1b3、一什一一¥i江:yJ3ゴ1ココ
iりh台 381905 7 I 15 O. O. 2. 06 5.280 7-8月
守屋書 ít 太J'H\，保 ~iE 人矢 II(射二本i 15m] x 1 1m = 4ヶ所 4 IlJx 1 IliJ
i年rl"J ，矢ÚH~喜ごf!1\ lヶiYr
明治 391906 6 10. O. 115 3.600 7 ~ 8 J=J すご }ffí~ 喜代太郎， 1来 iiiE 人矢IIH~1二右 1511 x 1 1日= 5ヶ所。 1創立 lケj!ì;rl"l，矢 IIH~f~r 二郎 月 4棟は 2ヶ月{吏m
IljJi台 391906 7 6 10. 0.100 1. 200 7~8 月 守j主宰代太郎 i来日iE人矢1鳥仁子(:=i15H号x11lJ = 5ヶj汗 l棟は 1ケ待j1") ，矢IIH~喜三:良1\ FJ， 4 N[は?ヶ月使JlJ
rlj]治 401907 7 I 15 00.1.00 2.400 7 ~ 8 }，]守屋喜代太郎f 保証人矢 11l!~仁右 151i.lj x 1 IlJ= 5ヶ所 2材iはlゥ({(;[I"1. 矢r/(!主宰ご!'I¥ ;=1. 3械は 2ヶ月{主}FJ
i別出i40 1907 7 15 O. 0.125 1.800 8 )ヲ 守屋喜代太郎，保証人矢IIH~仁右 1511J x 1 1i]= 5ヶ所 2棟(ま]ケ待I勺， 矢臨海喜三郎 月 3H[は2ヶ丹{主J!
iりh合 411908 7 30 0.0 0.10 全1:家守'Jj'i喜代太郎
矢部五兵衛，社掌;守屋喜代太郎， 101IIJ x 4 liJ= 1ヶ汚r，1511J x 4 
大正 l 1912 / 9 O. O. 2. 00 6.000 7~8 月 葉山dj'右衛門， jfJ EI 1:右衛門， IHj = 1ヶ所
矢IIH~'，:;i;古
大j1: 4 1915 / 19 o 0 O.12 0.600 8J' 矢部五 Jí~({i:f， tl:学守!主再代太f!j¥ 6111] x 311lJ = 1ケrYi'
大正 5 1916 6 O. O. 0 20 1.200 7~8 月 矢去1¥五兵衛 社主主守屋喜代太郎 7許可 x311) = 1ヶ所 31:lJ x 31l1J l ゥーが1




















り規模に相違がみられるが 1棟当り 151H]x 1 IJ
のものが5棟設置される事例等がみられた。大正








第 5表は，守屋家文書 IE!々 茶代売上中長」等の
茶);~~の|帳簿をもとに 森戸神社の茶J;5 の lTx~友 I~~j 1= 
を示したものである O この資料によれば，明治29
















茶. まんじゅう. らむね. くわし.挑
i明治2911896 1 ; 実。 J.';11;せんぺい，手1菓 j七
立~f\ ラムネ.王 f\ さつまいも い
iリJ治30118971も




nt-' ， '. r.r 日 J主， らむね. なし，かし， くわしIVJh¥33 1 1引目川
リ ん ム 1んぱん.なし.さつまし斗).いも
茶. (;fん，らむね，王j¥*T.Id:し
うり.いも.;j(あめ，おきなあめ， も
i閃j日341 1901 1 ろこし。 た(工こ. こなベコカ、し.-o、う IY
っかし
茶， くわし。たばこ。いも.はつか.
i別治381 1905 1; 
らむね.なし





































































注文者 fド}~ [ヨ 品1:1
昭和J15 1940 1 115 fi;，¥乙IN1 l~t 1:1 
Il日手IJ15 1940 1 123 石炭200斤
IlH和 151940 1 131 石炭15ft
il白夜1151940 2 121 I床rm111t 13 
H百平n15 ]940 3 130 l床l明1ftl:l. 味!l¥q1 Jせ1:
ね思i!ITh色/東京
!li']手IJ15 1940 4 127 「業 j 醤;1111 樽 1味 II(~ 1 l~t 1: 
T!i渋谷区l陥 I!ij手IJ15 1940 5 129 l米1段11QI~j ヶ谷!京IRJ
lIi1手fJ15 1940 7 112 i床!l(~ 1 141:1 
Il日午Il15 1940 8 12 f業J 告~'ìlll 1櫛
1日:.f115 1940 8 118 !l本i幣1nl~1 
Ili.手115 1940 1012 i床!l\~ 1 1え|ごi
1liJ，布]15 1940 10 128 i味的 11当1:
)lTHη15 1940 11118 「業J竪illJ1t彰
Ili:l手lJ15 19ijO 7 12ij i床1I台300匁
4自21i4 1和人J/ !.ijJ~{ 対1科務 11手Il15 1940 7 127 1本1台5001)，T!iE日谷区伝 被if!台 lIi:l手n15 1940 8 16 l床1I(~500匁J.!0i1fT H自手IJ15 19ijO 8 112 味111500匁
Ili手IJ15 1940 8 120 l味1労500匁
別3一色/東京 1日午IJ1ij 1939 1212 「大J1Ji¥i110.5j母
Tli渋谷区flJ建築業 Ilil手Il15 1940 2 13 「太j醤i1l10.5樽
主~li/ j 1(1手IJ15 1940 3 120 i味1民1500匁
l味IW1180])，入 1樽キJ!味
IlH手114 1939 12116 1(14.51乱入]偽
il1樽
Il!手115 1940 1 124 1本1将180])，入 l禅
Ilil手115 1940 212ij 殺1よ1(1451{入(ー)
lIi:l手n15 1940 3 18 l味1I台180匁入 1樽
Ili:l手Il15 1940 3 123 「業JJ思il大 1i時
1i:手115 1940 3 130 i床!l!;~;4. 51~t入 i 憎
lij手IJ15 1940 -1 113 1未明1800.入 1待
リミ }~(ïii1:1 :;j~ タオ)vIlB手115 1940 4 123 I~刺殺 180匁入 l 樽
l俄[2:機 LJ
if!封 1日午n15 1940 5 [21 1よ1行180匁ノ¥i幣lj 本郷12:
1liJ，手Il15 1940 6 14 i味 11将 181~t 入(一)
1I(:l手Il15 1940 7 114 l床I税18貫入 l縛
1日手IJ15 1940 8 12 粒l床1台瞳100])，
lIi:l手n15 1940 819 「業」醤114斗入(ー)
Ili和 151940 915 l床1(1180])，入 i締
Ilil干Il15 1940 10111 i床1'14 1楚EI入 i待。 15ζ1l\~180])，入 i 締
1日午115 1940 10124 「業Ji品:'114斗入 l樽
lIiHIl15 1940 11113 i床1I持180])，入 1得
IU手n14 1939 1213 l床 1台4. 立入 l樽「業J醤;11樽
7千業ljJ，"1打)1 II!H1115 1940 2 124 「業j醤111簿
rI1iiJI H日午115 1940 5 111 f!¥U 1% 1I 1憾。 i味1行ij 51~ 入 l 侍
ilf:j手/J15 1940 1019 「立u醤illJ1 *呼
3東京TIi日本 I{汀n15 1940 2 125 i同ミ1台4.51当入 H誇
続i三本IHJ H託手115 1940 6 17 
l府W/ι4入立5li監芝持母ム入i 樽僑 IlU手Il14 1939 12112 けミ1的 11将 Itl幹[2:木J免IJrJ 21占i
5 杉活
i三 l:íiJ{z，:ケ Z~ 1日午Il15 1940 6 122 i床1首2141:j
6 十世{iji，T1J中|三
本牧IJ 1日平n15 1940 715 fAU 1，笹川1i尊
















2倍以上の金額にあたる. 2 ~ 5円程度の寄進が












も寄進した。第 6I~! の範仰には，森戸 )I! の支流に
「三家横Jという檎がみられる。「三家橋」のal来
について昏架檎以T~J(こは「三家橋J付近の森jゴ)I!
の支流には l~誌が少なく.迂 líî] しなければならな









1915 1916 1917 1918 1919 1920 1921 1922 1923 192/1 1925 1926 
東京rl1日本構[3
化学工業薬品臨 6.00 6.00 5.00 本:filfr
一 一一一一東京1fT:豊多摩郡
丘00 6，00 機造業 包00l:j1野1IJ仁jJ~IY. 
東京市'j:.込|豆若 a.o 2.00 tí~王手1， /11]
前 …一C 東京市麻布区本
5.00 5.0 5.00 "jnf:i役 2.00 3.00 、5.00 5.00 6: 00 6.00 j:"IIrJ 〆
d 
東京r!i赤坂[R氷 1=1銀総裁 3.00 3.00 5.00 5.00 ノ 5.00 5: 00 5.00 5.00 10.00 JI [IUJ 
京五日1京橋区銀 /(~?図耳石 5、00 5.00 5:00 3.00 3.00[ 10.00 IT 
京};zT!l十IjlUJ [S:松




製造業 5.00 5.00 5.0 品JI[
東 }~zTn ~jご込 [R:{~i 生物fう者。 j也理学
7.00 ア.00 10.00 10.00 7.00 '!i';IIT 三日 j史学校講ni!
東京暗殺多摩郡
銀行経営 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 5.00 5.00 5.00 15.00 15.00 15.00 m 渋谷IIT'渋谷
東京T!J小石)1[[玄 医学博 i 大学名
3，00 3.00 3.001 3.001 5.001 5.001 5.001 5.00 5.00 5.00 5.00 n 究能Ilj そF教授。天皇侍[Z.
(守屋家文書: I森戸神社祭典費出入控IV1~J. l~l'J き取り，土地台!授をもとに作成)

















































































































ては • s家で鍵を管JWし， 。氏夫妻とパートタイ
ムの従業員数人でお?と主 夕万の食主事事~;ドド，Î正{i- の i一i平判\f









































































































田 綾.IlI章 3節を淵津祐介.lV章を水島卓麿. 1京





2 )本稿では. 3Jtm Li I!Tを構成する堀内地15<:と長柄地
IR.一色地1'8:.下山口地IR. 仁山口地IR.木古陸地
i互の総称として. l~tLLi J と表記する O 近IJiJVJから
近代WJの葉山の生業については，武日jJ詩一自1¥・岩l王i
i明日香.1石 勉 (2012) 三浦丘陵におけるJ，I日!f
利用の変遷一葉山IlJ木古j定地区を仁1:1心にして一，
歴史地理学野外研究、 15. 19~34. を参照された
し、 O
3 )光栄の葉山編纂刊行会編 (940): r光栄の葉山~ミ
山郷土の発達史1横須賀乳幼児保護会助成会1"1)坂
部. 177~ 1780 




6 )杉ìfln~文彦 (2007) : r葉山の日IJ;iIJ.m美社. 124ペー
ン。
7 )①岡崎恵美子編・発行 (2007): r茅ヶ IÚ~f の日 IJ荘みて
ある記jo②石塚裕道 (975): Iy:j治・大正期におけ
る社1南海岸の開発の庭史 鵠沼・辻堂の海水浴場
別荘地・演習場を 1:[1心に一，藤沢市史研究. 7. 1~ 
140など。 8)~16) も参照されたい。
8 )①前掲 4). 84~107。②葉山 II!T 総務部企画課編




編1 古JlI弘文館. 132~ 187。③茅ゥ IIi ~f市編・発行
(1981) : r茅ケ1崎市史 4 :@史編j. 505~532。⑤大
磯IHJ編・発行 (2008):大磯1日史 7 通史編近現
代j。⑦二宮II!T教育委員会編・発行(1985): r二宮1fT
近代史話. 328~335o ③〉二 'i;j'II!T編・発行 (994)








史通史編4 近代・現代(1)よ神奈川県. 897~ 
904。②高野修 (1989): i1:ïîî の )jlj~I. 神奈川文





11) ①葉 IJI環境文化テザ、イン集 i立 I~illí .発行 (2003):葉
山の別荘と 3~tfiJH0 ①池田京子 (2011):明内の "l~\
家・華肢の臼Ij;!:l:. ~HI\:t誌葉 111. 8. 55~59o CD!I¥i串敏
雄 (2011) 葉山に)]IJ:iEをJ守った日本銀行総裁。郷
土誌葉J.1. 8. 60~6J 。④京哲J'!I\ (2007)白X:ヶIi(;f
のり1j:!:E1玄1-景観と別荘人の横顔 ，子ヶ 1i.fi↑J史liJI
究 31. J 7~32。①水d:5i;m子 (2008) 大磯における
初期別荘建築の様キ1について 1大磯IHJ行政資料に
よる検討一，大i護IHT史1iJ[究。 15. 133~146o また.(6)
西尾政子 (2009): W1LI一色とWI家のj匡史. J!主史トー
クi+lrti.葉J.4. 5~23.⑦Illll(!:b修三 (2009) ・WlLi I
の;ijlJ:iEの変遷 そこから見えるもの 活史トーク
湘H手j.葉山台 4. 44~70. をはじめ巳葉 111近現代史を









鎌倉.95. 41 ~47。③八日1恵子 (2005) :湘南地域の
住宅地化と海水浴場一鵠沼地i亙を中心に一.藤沢
市史研究. 38. 66~86o 
13) ①出中)~年前 (934) :避暑Jlli寒兼用地としての関東
付近の臨海休養地，地理学. 2-5. 75~80。②中 )11
iflf-(983) : 1猫」の1良がみた海水浴， トランス
ポート. 148. 50~55。③/J、仁!千明 (998) 療養か
ら行楽型海水浴への変容と各地の海水浴場，地方
史研究. 275. 9~ 14。④本宮一男 (2005):行楽地司1I








18. 133~ 1610①佐藤大祐・斎藤功 (999):明
治・大正j明の軽井沢における高原避暑地の形成と別
荘所有者の変濯. !註史地理学. 46-3. 1 ~200 
15)①平山孝通 (2003) 柳田別荘の思い出一柳田為正
氏の聞き芸rきより ，文化資料館調査研究報告.
11. 21~29。①酒井宣子 (2004) :金沢における井
伊家・大橋家別荘と大橋養鶏場，六;m文化研究，
12. 71 ~83。①八日Eよ〈子 (2004) :大磯Il!Tにおける
別荘と地域社会 -iJiJ荘所有者の記憶を通じて一。
大機IHT史研究. ] 1. 27~46。④島本子也 (2006) 華
族の日iJ荘生j舌-茅ヶ 1奇土井手IJ糊日IHEr松沼JI主!日記j
を読む一， ZFヶ1崎市史研究. 30. 17~34。①鈴木雅










たち 福井家とレジャー革命.東西南北. 11. 80~ 
1080 
17)本稿では.3JI逗子市を構成する逗子と新街地区，桜










19)右辺忠思 (983):懐IE九十年j岩波文!llf. 137 
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35) くれ竹通信編集部編 (2009) くれ竹通信. 48. 3 
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